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ドイツの学習障害特別支援学校における物理教育
― 現行（科学）教科書の分析 ―
田中　賢二　・　田中　啓太
　ドイツの学習障害特別支援学校に焦点を当て，学習指導要領，検定済教科書などに基づき，
物理教育の現状分析を行った。初等教育段階においては，教科・分野・領域などの枠を持っ
た物理教育などが設定されておらず，前期中等教育段階においては，ほとんどの学校種で教
科，物理があるのとは違って，学習障害特別支援学校では，教科事象科のもとに分野物理が
位置づけられている。物理，化学，生物の合本のようになっている教科書において，物理分
野の節数や頁数は，生物分野より少なく，化学分野より多かった。索引数の違いは，電気＞
その他＞光＞力・機械・運動＞音＞熱＞磁気；無機化学＞有機化学＞物理化学＞その他；人
体＞動物＞植物＞その他＞一般生物；であり，生物・化学分野に比して物理分野においてそ
の他が大きな位置を占めているという特徴を見いだした。
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Ⅰ．はじめに
　ドイツ語圏における物理教育の概念・構造はど
のようなものであろうか。いわば境界［線］児
（bordeline child, borderline class children），学
業不振児（underachiever），学習障害（Learning 
Disorders,Learning Disabilities, LD）児に対して
は生物教育や化学教育と事情は，異なるのであろう
か。
　既に，筆者の一人は，ドイツ・ザクセン邦のミッ
テルシューレにおける生物教育の現状分析１）を物
理教育との比較によって行ってきた。また，西ドイ
ツ・バイエルン邦の特殊教育諸学校（Sonderschule）
の一つ，いわば境界線児の為の学校であった学習障
害児学校（Lernbehindertenschule ; Sonderschule 
für Lernbehnderte）における科学教育の特徴な
どを，普通学校（Regelschule）における科学教
育との比較を通して明らかにしてきた２）。この学
習障害児学校が，今日では，学習障害特別支援学
校（Förderschule für den Föderschwerpunkt 
Lernen）に換わってきている。
　本稿の具体的な目的は，ドイツの学習障害特別支
援学校に焦点を当て，いわゆる学校教育法，同施行
規則，学習指導要領，検定済教科書３～14）などに基
づき，生物教育や化学教育との比較分析から，物理
教育の現状分析を行うことである。
Ⅱ．特別支援学校
　ドイツ（連邦共和国 Bundesrepublik Deutschland）
においては，教育の管轄権が邦（Bundesland：
Staat）にあることを，ドイツ憲法である基本法（第
７条）やバイエルン邦憲法（第130条）などによっ
て確認できる。
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Ⅱ．１．種別
　ドイツ・バイエルン邦の学校教育法である教育授
業制度に関するバイエルン邦の法律における学校制
度や種類などに関する条項から，以下のようなこと
を確認できる。
　様々な学校は普通学校と支援学校，普通教育学校
と職業教育学校に種別化（第６条）され，支援学校
は７障害分野：１．視覚，２．聴覚，３．肢体・運
動機能，４．精神発達，５．言語，６．学習，７情
緒・社会発達を対象（第20条）としており，内容に
則して，特別支援学校を修飾している。義務教育は
９年間（第37条）である。
　いわば境界線児の為の学校であった学習障害児
（特別）学校が，今日では，学習障害特別支援学校
に換わってきている。
Ⅱ．２．科学関連教科・週授業時間数
　表１は，バイエルン邦初等教育段階に属する基礎
表１　バイエルン邦初等教育段階に属する基礎学校，特別支援諸学校・基礎学校段階における科学関連教科
の授業時間数
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学校，特別支援諸学校・基礎学校段階における科学
関連教科の授業時間数である。
　初等教育段階に属する健常児のための基礎学校
（第１～４学年）において科学教育は独立した教科
として設定されておらず，いわば生活科に相当す郷
土及び事象教授 Heimat- und Sachunterricht の中
で扱われている。更に，第１・２学年では，この郷
及び事象教授が，ドイツ語，数学，音楽，図画と連
携的な授業を可能にし，基礎的授業 Grundlegener 
Unterricht として，合計授業時間数での指示とって
いる。これらは，視覚／聴覚／肢体・運動機能／言
語／情緒・社会発達障害特別支援学校の基礎校段階
でも同じである。なお，基礎的授業に含める教科は，
障害の違いによって若干異なっている。
　精神発達障害特別支援学校の基礎学校段階は，宗
教／倫理，図画以外のコミュニケーション，遊び，
数学，自然 Natur など多くの活動や領域の連携・
総合的な授業を可能にし，基礎的授業として合計授
業時間数での指示となっている。
　学習障害特別支援学校の第１・２学年において
は普通学校としての基礎学校の第１・２学年と同
様，基礎的授業で，ドイツ語，数学，郷土及び事
象教授，音楽，図画の連携的な授業を想定し，合
計授業時数の指示となっている。しかし，第３・
４学年においては５教科群の一つ言語 Unterricht 
im sprachlichen Lernbereich に，３教科ドイツ語
Deutsch，英語 Englisch，郷土及び事象教授を位
置づけており，普通学校としての基礎学校の第３・
４学年において郷土及び事象教授が独立しているの
とは異なっている。　結局，初等教育段階（第１～
４学年）においては全ての学校種において，教科・
分野・領域などの枠を持った生物教育や物理教育，
科学教育が設定されていないことを，確認できた。
　表２は，バイエルン邦前期中等教育段階（第５～
10学年）に属するギムナジウム中級段階（５～10年），
レアールシューレ，ハウプトシューレ，特別支援諸
学校・ハウプトシューレ段階における科学関連教科
表２　バイエルン邦前期中等教育段階に属するギムナジウム中級段階（５～ 10学年），レアールシューレ，
ハウプトシューレ，特別支援諸学校・ハウプトシューレ段階における科学関連教科の授業時間数
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の授業時間数である。
　精神発達障害特別支援学校のハウプトシューレ段
階（第10学年は存在しない）は，基礎学校段階と同
様，宗教／倫理，図画以外のコミュニケーション，
遊び，数学，自然など多くの活動や領域の連携・総
合的な授業を可能にし，基礎的授業として合計授業
時間数での指示となっている。
　ギムナジウム中級段階，レアールシューレ，ハウ
プトシューレ，視覚／聴覚／肢体・運動機能／言
語／情緒・社会発達障害特別支援学校のハウプト
シューレ段階は，通算呼称第５～10学年において，
科学関連３教科，物理，化学，生物があり，ギムナ
ジム中級段階（５～10学年），レアールシューレに
おいて３教科別に週授業時間数を指示している以外
は，３教科合計の週授業時間数（聴覚障害では計
16，それ以外は計15）を指示している。
　学習障害特別支援学校ハウプトシューレ段階（第
10学年は存在しない）においては，基礎学校段階と
同様，教科群の一つ言語があり，各学年同一の合計
13週授業時間数となっており，３教科ドイツ語，英
語，事象科 Sachkunde（歴史 Geschichte/ 公民
Sozialkunde/ 地 理 Erdkunde/ 物 理 Physik/ 化 学
Chemie/ 生物 Bioogie）を配置し，この事象科の
分野として物理や生物を位置づけている。この３教
科：ドイツ語，英語，事象科への合計週授業時間数
が５年間とも13で変化がないので，単純分配であれ
ば，この事象科や物理／化学／生物の合計週授業時
間数も，各学年で変化なく同じと見てよいだろう。
　学習障害特別支援学校学習指導要領において，こ
の事象科は，「地理，生物，歴史，公民，物理／化
学および訓育 Erziehungskunde が，集合概念であ
る事象科の下にまとめられている」，つまり総称で
あると，説明されている。
　結局，前期中等教育段階においては，精神発達／
学習障害特別支援学校を除き，全ての学校種で３教
科，物理，化学，生物があるのと違って，学習障特
別支援学校ハウプトシューレ段階（第10学年は存在
しない）では，教科事象科に３分野物理，化学，生
物が位置づけられていることを，確認できた。
　なお，レアールシューレにおける物理，化学，生
物の週授業時間合計には，違いがある。（生物10＝
物理10＞化学６（第１類）か生物10＞物理６＞化学
４（第２・３類型））。ギムナジウム中級段階（５～
10学年）でも，同じであるというものではない（生
物６＝物理６＞化学４か生物６＝物理６＝化学６）
ので，学習障害特別支援学校における３分野物理，
化学，生物も，等分の位置を占めていないだろうこ
とは想像に難くない。以下，学習指導要領でなく教
科書を拠り所にして，具体的に，検討を進めていき
たい。
Ⅲ．科学（理科）教科書
　学習障害特別支援学校の第５～９学年の事象科に
分野として物理や生物などが位置づけられていた
（表２参照）。バイエルン邦・学習障害特別支援学校・
事象科・検定済教科書シュタルク・イン・シリーズ
（新・旧版とも）には，いわば科学（理科）教科書
があり，生物，物理，化学の合本のようになってい
る。学習内容は，第一段階目の構造，章からこの生
物，物理，化学の分野別に分けられていると見なし
てよいだろう。
　このシュタルク・イン生物－物理－化学の新版は，
バイエルン邦以外にも，例えば，ノルトライン・ヴェ
ストファーレン邦，ブレーメン邦，ザクセンアンハ
ルト邦，ヘッセン邦などでも特別支援学校用として
表３　科学（理科）教科書：検定済科学教科書シュタルク・イン生物－物理－化学・新版 Haasu.a..Stark in
Biologie-Physik-Chemie1 ＆ 2Neubearbeitung,Schroedel,2008&2010. の概要（章と章単位の該当分野）
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検定に合格している。
　 な お， シ ュ タ ル ク・ イ ン・ シ リ ー ズ の も
う 一 方 が， シ ュ タ ル ク・ イ ン 社 会 科 Stark in 
Gesellschaftslehre で あ り，Stark in Geschichte 
Sozialkunde Erdkunde でないことから判るよう
に，歴史・公民・地理という３分野の総称として社
会科が認知されていると言ってよいのに対して，理
科が認知されていないことは対照的である。
　表３が，検定済科学教科書シュタルク・イン生物
－物理－化学・新版の概要，章と章単位での分野区
分であり，以下，簡単に，科学（理科）教科書と称
していく。
　分冊は，それぞれ，１学年当たりほぼ100頁から
構成されている。各章は３分野を念頭に編纂されて
いると見て良く，章単位での３分野の履修順は大雑
把に生物から物理そして最後に化学と言えよう。こ
の順は，レアールシューレ第２・３類型の場合の３
教科の履修開始学年の順に対応している。
　章数でいえば，計12章の生物分野，計７章の物理
分野，そして，化学分野に該当する章は最終章「物
質は反応する」でしかない。学習障害特別支援学校
においては，生物教育と物理教育しか扱われていな
いと言っても差し支えないほどである。
　生物分野の人体，物理分野の電流は，二つの章（と
もに第１章，第８章と第10章），５／６学年と７－
９学年とのそれぞれ，最初の章と最後のほうの章に
あり，重要視されていることがわかる。
Ⅲ．１．内容の順序・性格（章節）・構成
　章節や頁分量で，内容の順序・性格を分野区分に，
また，構成を見ていきたい。表３が，科学（理科）
教科書の概要，章と章単位での分野区分であったが，
更に，表４は，概要として，節単位の特性指示・章節・
分量（頁）の一覧に，章節のタイトル（文章題目），
性格（発問，自作の誘い，奨励，一物一課，注意）
を判断し，物理分野に絞り，示している。章単位の
分野別頁数，その割合を示した表が表５である。表
６は，科学（理科）教科書におけるタイトル・内容
の性格の分野別節数とその割合を示している。
　なお，教科書の目次とそれぞれの頁の上段マー
ジンに明示されている特性の指示 P・A・M は，
Pinnwand：情報メモ，Aktiv：活動，Methode：
学習方法である。
　更に，表７のように第１分冊の最初の節（1.01）
において，教科書の活用法，また，表８のように奥
付の後，目次の前の頁には，教科書の案内頁があり
５活動とメモのアイコンなどの指示を，行ってい
る。テーマの最後には，青枠をつけてまとめとして
キーセンテンスが置かれているが，その数とその割
合（％），頁・節数当たりの数は表９となる。
　目次には，表７のように，節毎にその特性：情報
メモＰ，活動Ａ，学習方法Ｍが指示されていた。こ
の節の３特性の指示に関する分野別割合を示した表
表４　科学（理科）教科書における学習順序（章単位の該当分野・節単位の特性指示・章節・分量）とタイトル・
性格（文章題目，発問，自作の誘い，奨励，一物一課，注意）－物理分野抜粋－
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表５　科学（理科）教科書の（章単位の）分野別頁数とその割合（％）
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表６　科学（理科）教科書におけるタイトル・内容の性格の分野別節数とその割合（％），頁数／節数
表７　科学（理科）教科書の活用法の指示（第１分冊第８頁）
表８　科学（理科）教科書の案内頁の内容：５活動とメモ（第１分冊第３頁）
表９　科学（理科）教科書におけるキーセンテンスの数とその割合（％），頁・節数当たりの数
表10　科学（理科）教科書における節の３特性の指示に関する分野別割合
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が，表10である。なお，３特性を付された122節は
１節（情報メモ：第２分冊目1.09節内蔵の病気，２
頁）を除いて１頁立てである。
　表紙・奥付・案内・目次に計５頁，索引に４頁，
章の最初に２頁（計20章）を当てているが，図表典
拠指示や多くの節（１頁：計250節＞２頁：計97節）
が１頁である。つまり，内容や授業活動が細分化（計
347節）されているといえる。
　同一タイトルの章が生物，物理にあった（人体，
電流）ように，同一タイトルの節も生物，物理とに
一つずつある。皮膚の第１分冊（1.08，36頁）と第
２分冊（1.19，19頁）の違いは，それぞれの頁の要
旨である頁末のキーセンテンス「皮膚でもって圧力，
暖かさ，冷たさ，痛さを感じる。強い太陽光線は皮
膚を傷める」と「皮膚は上皮・真皮・皮下組織から
なり，いろいろな役割を演じている。」とでわかる
ように，皮膚の機能と構造という学習内容の分割と
いえる。同一文章題目「電流は危険でもある」の第
１分冊（8.13，203頁）と第２分冊（10.02，231頁）
違いは，節末にキーセンテンス「高電圧器機には近
づかず，雷があれば屋根に登らない。避雷針は落雷
からの危険を防止する。」が置かれている頁，そして，
６枚の挿絵メモ，最後に情報を集めようという発問
「どのようにして危険を避けるか」「なぜ注意事項
の手引きが大切なのか」というメモ２枚が張られて
いる Pinnwand：情報メモの頁とであり，特殊から
一般への学習内容の発展・まとめといえる。
　奨励・発問・自作の誘い・注意でない文章題目計
51節（表６参照）のタイトルは，例えば「骨格が身
体を支える」「空気は物質である」「金属は酸と反応
する」などのように，要旨である頁末のキーセンテ
ンスと同様，要旨文である。この分野別の割合は，
節数や頁数の場合と比べて物理が若干大きい。（物
理20/51節：39.2% ＞34.3%：126/367節，33.9%：
164/484頁／生物29/51節：56.9% ＜61.0%：224/367
節，62.0%：300/484頁）
　生物は章「人体」の節「教科書で学習する」「知っ
ている？」「骨格が身体を支える」で始まり章「生
物の遺伝と進化」の節「人間は同じ権利を有してい
る」で終わり，物理は章「暖かさと寒さ」の節「暖
かさと寒さを感じる」で始まり章「エネルギーの取
扱い」の節「電力量に従い支払いする」で終わって
おり，興味を引く身近な事柄から始まり生活上で大
切な事柄で終わることで共通している。化学の唯一
の章「物質は反応する」では，興味を引く身近な事
柄や生活上で大切な事柄は途中におき，節「燃焼の
条件」で始まり節「化学反応」で終わっている。
　分野別章数そして頁数などの比較結果，生物＞物
理＞＞化学は，教科書のタイトルに見られる順「シュ
タルク・イン生物－物理－化学」を暗示させている
と捉えられる。
　結局，学習障害特別支援学校用の科学（理科）教
科書は，学習内容・活動の細分化やアイコンの多用，
アイコンの意味の案内，まとめとしてキーセンテン
ス，覚え書きカードで上げられている概念（用語）
の解説，節のタイトルに要旨文を使うなど，多様な
工夫がみられた。物理分野におけるこれらの数は，
物理・化学・生物分野別の節数や頁数の違いに対し
て，ほとんどで，生物分野より少なく，化学分野よ
り多かった。
Ⅲ．２．内容の程度・範囲（索引）
　内容の程度や範囲を見るために，章節や頁分量で
なく，より具体的に索引やその分野別索引数とを見
ていきたい。索引の分野別区分分けを，生物，物理，
化学とその他の４区分に，まず，分けている。延べ
1217索引をこの４区分分けして，帯グラフで示した
図が，図１である。
　物理／化学／生物の合計週授業時間数も，各学年
で同じと見てよかったのに対応して，５－６学年と
７－９学年，２ヶ年と３ヶ年の対比に合わせて，章
数，節数，頁数，索引数のこの２分冊の対比もどれ
もほぼ２：３（８：12，141：206，468：749）となっ
ている。ただ，頁当たり，節当たりの索引の密度は
２分冊のほうが若干大きい（2.3＜2.6，3.3＜3.6）。
それぞれ，１頁当たり２索引以上，節当たり３索引
図１　科学（理科）教科書における索引の範囲：索引の区分（生物，物理，化学，その他）分け
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図２　科学（理科）教科書における生物教育の範囲：索引の区分（一般生物学，動物，植物，人体）わけ
図３　科学（理科）教科書における物理教育の範囲：索引の区分（電気，光，力・機械・運動，音，熱，磁気，
その他）分け
以上であり，その詳しさ（緻密さ）をうかがうこと
ができる。
　 分 野 別 索 引 の 延 数， 実 数 の 比 較 で は， 生 物
＞ 物 理 ＞ ＞ 化 学， 生 物 対 物 理 で は ほ ぼ ７ 対
２（69 .1% ←841/1217：19 .1% ←233/1217，
69.0% ←754/1093：19.0％←208/1093），生物＞＞物
理である。化学は少なく（8.5%，8.9%），章単位に
おける化学分野の頁数の割合と同じく少ない（表８：
4.1%）。
　１分冊でも２分冊でも取り上げられている索引は
124であり，１分冊の索引数468から見れば26.5％２
分冊の索引数749から見れば16.6％である。この数
の分野別割合は生物＞＞物理であり，繰り返し取り
扱われているという意味で大切であると見なしてい
る内容も，生物に比較して物理は少ないことになる。
Ⅲ．２．１．生物教育
　生物分野に属する延べ841索引を５区分（一般生
学，動物，植物，人体，その他）分けして，帯グフ
で示した図が，図２である。
　人体＞動物＞植物＞その他＞一般生物であり，こ
の４分野でほとんど（計83.2%）をカバーしている。
生物分野が３分野動物・植物・一般であり，人体が
生物分野に入らないとすれば，その他が非常に大き
くなる（455：54.1％）。また，「一般」生物が少な
いことも，特異である。その他には，環境教育関係
の索引（22：例えば，自然保護地域，水源保護地域，
ジェンダ21，景観保護地域，森林の死，森林被害。
生物的防除など）や動植物以外の生物（19：キノコ，
アメーバー，糸状藻類，皮膚糸状菌，コケ，ゾウリ
ムシ，サルモラ菌，真菌，アオミドロ，ウイルス，
ミジンコなど）が含まる。
　なお，重複：分冊繰り返し登録索引は生物分
野 が 多 っ た（87組：70.2%=87/124） が， そ の 内
で も 人 体 の 占 め る 割 合 が 大 き か っ た。（51組：
58.6%=51/87）
Ⅲ．２．２．物理教育
　物理分野区分に属する延べ233索引を７区分（電
気，光，力・機械・運動，音，熱，磁気，その他）
分けして，帯グラフで示した図が，図３である。
　電気＞その他＞光＞力・機械・運動＞音＞熱＞
磁気であり，この６分野でほとんど（計75.5%）を
カーしているが，その他も無視できない割合（計
24.5%）であり，技術（20：例えば，ボールベアリ
ング，タービン，コンクリート，伸縮継ぎ目，自転
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図４　科学（理科）教科書における化学教育の範囲：索引の区分（無機化学，有機化学，物理化学，その他）
分け
表11　科学（理科）教科書における人名索引としてあげられている学習内容の取り扱い（抜粋）
車のスピードメータ，パラシュート，チューブの水
準器。焼き入れなど）やエネルギー教育（９：省エ
ネランプ，エネルギー消費，エネルギー担い手，エ
ネルギー量など），天体（８例えば，宇宙，宇宙望
遠鏡，太陽，地球，月など）関係の索引が含まれる。
Ⅲ．２．３．化学教育
　化学分野に属する延べ104索引を４区分（無機化
学，有機化学，物理化学，その他）分けして，帯グ
ラで示した図が，図４である。
　無機化学＞＞有機化学＞物理化学＞その他で
ありこの３分野で有機化学，物理化学も少なく
（21.2%11.5%），無機化学が大きな位置（65.4%）
を占めいる。その他は２（：飲料水が両分冊）である。
Ⅲ．２．４．その他
　生物－物理－化学の３分野に含められなかったそ
の他の分野に属する延べ39索引には，緊急報道・水
の消費量・デポジット・躾などの公民・衛生・家庭
に関係する索引や図表・測定範囲・観察記録などの
実験・データ処理に関係する索引などである。
Ⅲ．３．事例
　最後に，事例的に，３分野の特徴を比較するため，
人名に関する索引を手がかりにして，それぞれ，本
文中においてどのような扱い方をしているかに注目
したい。
　表11は，科学（理科）教科書における人名索引と
してあげられている学習内容の取り扱い（抜粋）で
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ある。
　 人 名 索 引 は， す べ て 第 ２ 分 冊 の， 順 に208，
220,239，255頁で言及されている４名メンデル，ダー
ウイン，オーム，ニュートンであり，分野としては
生物と物理分野に属し，化学分野の科学者はいな
い。ニュートンを除く，３名については指示頁に挿
絵が載せられている。なお，メンデルやオーム法則
など法則を含む索引はないが，物理分野では，本文
中にオームの法則とフックの法則から問が作られて
いる。これらについては，限られた範囲で，物理量
間の数学的関係に言及している。
Ⅳ．おわりに
　ドイツの学習障害特別支援学校に焦点を当て，い
わゆる学校教育法，学習指導要領，検定済教科書な
どに基づき，生物教育や化学教育との比較から物理
教育の現状分析を行った。
　初等教育段階においては，教科・分野・領域など
の枠を持った物理教育などが設定されておらず，前
期中等教育段階においては，ほとんどの学校種で教
科，物理があるのとは違って。学習障害特別支援学
校では，教科事象科のもとに分野物理が位置づけら
れている。
　物理，化学，生物の合本のようになっている教科
書は，教科書における学習内容・活動の細分化やア
イコンの多用，アイコンの意味の案内，まとめとし
てキーセンテンス，覚え書きカードで上げられてい
る概念（用語）の解説，節のタイトルに要旨文を使
うなど，多様な工夫がみられた。物理分野における
これらの数は，物理・化学・生物分野別の節数や頁
数の違いに対応して，ほとんどで，生物分野より少
なく，化学分野より多かった。
　索引数の違いは，電気＞その他＞光＞力・機械・
運動＞音＞熱＞磁気；無機化学＞有機化学＞物理化
学＞その他；人体＞動物＞植物＞その他＞一般生物；
であり，生物・化学分野に比して物理分野において
その他（技術，エネルギー教育，天体関係など）が
大きな位置を占めているという特徴を見いだした。
　物理分野の事例では，限られた範囲で，物理量間
の数学的関係に言及していることに，特徴を見いだ
した。
　なお，本論文は，第62回理科教育学会全国大会（平
成24年８月12日，鹿児島市・鹿児島大学）において，
田中啓太・田中賢二が，口頭発表した内容を，再編・
加筆したものであり，加えて，本研究の一部は，平
成23～25年度 科学研究費助成事業（学術研究助成
基金助成金（基盤研究（C））課題番号23501068「ド
イツ語圏における物理教育の概念・構造に関する研
究」（研究代表者：田中賢二）によって，支援を受
けている。
　最後に，中部大学現代教育学部藤井聰尚教授には，
ドイツにおける「特別の教育的促進」の取り組みの
歩みなど，多くのことをご教示していただいたこと
に対して，記して，感謝の意を表する。
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